
●本誌に広告掲載をいただきました各社からのさらに詳しい情報ならびに資料請求をご希望の方は、
　下記ホームページ（各社 URL 記載）か本誌のホームページ「http://www.uni-w.com/fdi」をご覧下さい。

日本フォームサービス株式会社                    
https://www.forvice.co.jp/
ネットワークエレクトロニクスジャパン  
https://www.network-electronics.co.jp/
ノイトリック 
https://www.neutrik.co.jp/
ハーモニック 
https://harmonicinc.com/
パナソニック                   
https://panasonic.biz/sav
光パスコミュニケーションズ 
https://h-path.co.jp
ビジュアルテクノロジー 
https://www.v-t.co.jp/
ビデオ・テック 
https://www.videotech.co.jp/
ヒビノ 
https://www.hibino.co.jp/
ヒビノインターサウンド 
https://www.hibino-intersound.co.jp/
フォトロン 
https://www.photron.co.jp/
フォービット 
https://www.fourbit.co.jp/
富士フイルム 
https://www.fujifilm.co.jp/
ブラックマジックデザイン 
https://www.blackmagic-design.com/jp/
ブロードメディア・サービス 
https://www.bm-s.jp/
朋   栄                                                 
https://www.for-a.co.jp/
ニッキャビ  
https://www.niccabi.co.jp/
ミックスウェーブ 
https://www.mixwave.co.jp/
三　友 
https://www.mitomo.co.jp/
モガミ電線 表 3/ 表 4https://www.mogami.com/
ヤマハ 
https://proaudio.yamaha.co.jp/
武蔵エスアイ 
https://www.musashi-si.co.jp/
リアルサウンドラボ・ジャパン                        
https://www.realsoundlab.jp/
リーダー電子                                             　　
https://www.leader.co.jp/
ローデ・シュワルツ・ジャパン                                    https://www.rohde-schwarz.co.jp/ja/

会社名 
掲載頁URL

アイディーエクス 
https://www.idx.tv/
アコースティックエンジニアリング 
https://www.acoustic-eng.co.jp/
アスク 
https://www.ask-corp.co.jp/
アストロデザイン 
https://www.astrodesign.co.jp/
アビッドテクノロジー 
https://www.avid.co.jp
ヴィデンダムプロダクションソリューションズ 
https://videndum-vps.jp/
池上通信機   
https://www.ikegami.co.jp/
伊藤忠ケーブルシステム 
https://www..itochu-cable.co.jp/
インフィニットシステムズ P.4-P.5https://www.infinite-s.com
ヴィレッジアイランド 
https://www.village-island.com/jp/
ウエスタン・デジタルコーポレーション

（サンディスク）
https://shop.westerndigital.com/ja-jp/promotions/
sandisk-professional/product-launch
エーティコミュニケーションズ                

 P.13/P.19https://www.bizsat.jp/
ATV                

 https://www.atvcorporation.com/
SCA サウンドソリューションズ 
https://ss.sc-a.jp/
エヌジーシー 
https://www.ngc.co.jp/
NKL 
https://www.nkl. jp/
エムアイシー・アソシエイツ 
https://www.micassoc.co.jp/
エレクトリ 
https://www.electori.co.jp
オーディオテクニカ 
https://www.audio-technica.co.jp/
オタリ  P.2-P.3https://www.otari.co.jp/
オタリテック 表2見開https://www.otaritec.co.jp/
カナレ電気                  
https://www.canare.co.jp/
環境スペース 
https://www.soundzone.jp/

キヤノンマーケティングジャパン
https://canon.jp/
グラスバレー 
https://www.grassvalley.jp/
K-WILL 
https://www.kmw.co.jp/
計測技術研究所 
https://www.keisoku.co.jp/
コルグ 
https://www.korg.co.jp/
シンタックスジャパン 
https://www.synthax.jp/
西華産業 
https://www.seika-di.com/
ゼンハイザージャパン 
https://www.sennheiser.co.jp/
ソニービジネスソリューション 
https://www.sony.jp/pro/
ソリッド・ステート・ロジック・ジャパン P.6https://www.solid-state-logic.co.jp/
高橋建設 　 	https://www.takahashi-kensetsu.co.jp
タックシステム 
https://www.tacsystem.com/
タムラ製作所 
https://www.tamura-ss.co.jp/
ティアック 
https://www.teac.co.jp/
ティーエムエス 
https://www.tmsmedia.co.jp/
TC グループ・ジャパン 　
https://www.tcgroup-japan.com/
ディーエスピージャパン 
https://www.dspj.co.jp
テクノハウス 
https://www.technohouse.co.jp/
東通インターナショナル                                   https://www.totsu-int.co.jp/  
東通産業                                 
https://www.totsu.co.jp/ 
日本映画テレビ技術協会           
https://www.jma.or.jp/dp
日本エレクトロニクスショー協会 
https://home.jesa.or.jp/
日本テクトロニクス 
https://www.tektronix.co.jp/
日本テックトラスト 
https://www.tech-trust.co.jp/
日本デジタル・プロセシング・システムズ 
https://www.dpsj.co.jp/

●今月は虫の話をしよう。まず左上から、迷彩柄の
デルタ翼戦闘機のようなウンモンスズメ。日本では
北海道から本州、九州まで広く生息するスズメ蛾に
属するという。そしてカマキリおそらくメス。どう
見ても木の切れっ端にしか見えない、見事な擬態能
力のバフチップ・モス。横から見るとおしりが上が
っていることからシャチホコ蛾の一種とされている。
始めてみたときは、タバコの吸殻にしか見えなかっ
た。こんなところに吸い殻を捨てて、アブネェじゃ
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ねえか」と思ったりもした。ところがその吸い殻が

急に飛び立った。ビビった。何事が起こったかと思

った。近年では愛好家の間では目が可愛いというこ

とらしい。そして最後にオオミズアオ（大水青）と

いうヤママユ蛾科に分類され北海道から九州までに

分布し、朝鮮半島、中国、ロシア南東部まで分布し

ているという。手のひらを開いたくらいの大きさに

びっくりするが、あまり動かない。羽化したばかり

のものは、その名の通り淡い水色をしている。（maru）

◆今号の特別記事では、新潟で行われた防災国体に

ついて取り上げたが、人々の関心度の高い催しであ

ったようだ。地震大国と呼ばれる日本では、災害を

糧として、古来より新たな技術や製品が誕生してい

る。日本で数年から数十年に一度起こっている大地

震とともに、時折海外での地震も報告されている。

直近では本年 7月 30日にはカムチャッカ半島で

M8.7という大きな地震が発生し、数日間、各所で津

波の影響が出た。昨今では、津波による災害は、衛

星からの映像や通信網などを活用することによって

情報の入手がしやすくなり、かなり被害を免れるこ

とが可能になった。地球は、様々な生物を育んでき

た星であるが、見方を変えると、地球は生きていて、

時折悲鳴を上げて表現しているのが地震なのかも知

れない。　（T.S）


